
情報ワーキンググループの今後の検討事項について

Ⅰ 小・中・高等学校を通じた情報活用能力の育成について

① 小・中・高等学校の各教科等を通じて育まれる情報活用能力につ

いて 「三つの柱」に沿ってどのように整理するべきか、

② 特に、プログラミングや情報セキュリティをはじめとする情報モ

ラルなどに関する学習活動について、学校外の多様な教育活動とも

連携しつつ、発達段階に応じてどのように充実を図るべきか

③ 関連して、各教科等におけるＩＣＴを活用した学習・指導につい

て 「アクティブ・ラーニング」の視点に立った学びを推進する視、

点も踏まえ、どのように充実を図るべきか

Ⅱ 高等学校情報科（各学科に共通する教科）の改善について

① 情報の科学的な理解に裏打ちされた情報活用能力を身に付けさせ

るため、情報科（各学科に共通する教科）の科目の構成、目標、内

容及び学習・指導方法等について、どのように改善を図るべきか

Ⅲ 学習指導要領の理念を実現するために必要な方策について

① 情報教育やＩＣＴを活用した学習・指導を充実するため 「カリ、

キュラム・マネジメント」をどのように確立するべきか

② 情報教育やＩＣＴを活用した学習・指導を充実するため、教員の

指導力の向上（養成・採用を含む ）やＩＣＴ環境の整備等をどの。

ように進めるべきか

※ 第２回以降においては、おおむねⅠ、Ⅱの順に検討し、Ⅲについては必要に

応じて適時検討することとする
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検討事項１

情報科において育む資質・能力の「三つの柱」による整理について

【論点】

《論点１》 「資質・能力の三つの柱から整理した、高等学校卒業までに全て

の生徒に育むべき情報に関わる資質・能力」及び「小・中・高等学

校の発達段階に応じた資質・能力育成の観点」（いずれも総則・評価

特別部会第４回（平成 28年 1月 18日）への提出資料。４～６ページを参照。）

を踏まえ、情報科において育む資質・能力は「三つの柱」によって

どのように整理されるか。

（資質・能力の「三つの柱」による整理のイメージ（たたき台））

ⅰ）個別の知識 ・情報と情報技術を適切に活用するための知識と技能

・技能 ・情報と情報技術を活用して問題を発見・解決するための方法

（何を知っているか､ についての理解

何ができるか） ・情報社会の進展とそれが社会に果たす役割と及ぼす影響につ

いての理解

・情報に関する法・制度やマナーの意義と情報社会において個

人が果たす役割や責任についての理解

ⅱ）思考力・判 ・様々な事象を情報とそのシステムの視点から捉え、問題の発

断力・表現力等 見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力

（知っていること・

できることをどう使

うか）

ⅲ）学びに向か ・情報を多角的・多面的に吟味しその価値を見極めていこうと

う力、人間性等 する態度

（どのように社会・ ・自らの情報活用を振り返り、評価し改善しようとする態度

世界と関わりよりよ ・情報モラルや情報に対する責任について考え行動しようとす

い人生を送るか） る態度

・情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与しようとする態

度
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《論点２》 情報科おいて育まれる資質・能力の中核となる、情報科の本質に

根ざした見方や考え方とは、どのようなものであると考えられるか。

高等学校情報科における「見方・考え方」（イメージ・たたき台）

社会、産業、生活、自然等の
種々の事象

解決すべき問題

【世界をどのように
捉えるか】

情報とそのシ
ステム（有機的
な結び付き）の
視点からの事
象の把握

【どのような枠組みで思考するか】

問題の発見・解決に向けた情報技術の適
切かつ効果的な活用（モデル化やシミュレー
ション、プログラミングなど）を模索
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情
報
Ⅰ
（
仮
称
）
及
び
情
報
Ⅱ
（
仮
称
）
に
お
い
て
育
む
資
質
・
能
力
（
た
た
き
台
案
）

【
情
報
Ⅰ
（
仮
称
）
】

項
目

資
質
・
能
力

学
習
活
動
（
課
題
設
定
）
の
例

（
１
）
情
報
社
会
の
問

中
学
校
ま
で
に
経
験
し
た
問
題
解
決
の
手
法
を
振
り
返
り
、
こ
れ
を
情
報

Q
：
現
在
の
情
報
社
会
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
、
そ
の
解
決

題
解
決

社
会
の
問
題
の
発
見
と
解
決
に
適
用
す
る
。
そ
の
際
、
情
報
化
が
社
会
に
果

も
含
め
て
根
拠
を
あ
げ
て
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
際
、
問
題
解
決
の
基

た
す
役
割
と
影
響
、
情
報
社
会
に
お
い
て
個
人
が
果
た
す
べ
き
役
割
、
情
報

本
的
方
法
に
沿
っ
て
問
題
の
発
見
・
解
決
と
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

モ
ラ
ル
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
。

問
題
点
の
指
摘
に
当
た
っ
て
は
、
統
計
的
手
法
を
用
い
る
な
ど
す
る
。

※
(
2)
～
(
5)
の
導
入
と
し
て
位
置
づ
け
る

（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
情
報
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
的
確
な
コ
ミ

Q
：
学
校
や
部
活
動
を
紹
介
す
る

W
eb
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
を
通
し

シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
育
む
。
そ
の
際
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
と
利
用
、
ユ

て
、
見
や
す
く
、
使
い
や
す
く
、
内
容
が
的
確
に
伝
わ
る

W
eb
ペ
ー

イ
ン

ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
や
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
情
報
化
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ジ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

ョ
ン
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
。

（
３
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

Q
：
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
や
表
計
算
ソ
フ
ト
の
内
部
で
は
ど
の
よ
う
な
プ

と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
活
用
す
る
力
を
育
む
。
そ
の
際
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
部
で
の
情
報
の
表
し

ロ
グ
ラ
ム
が
働
き
情
報
が
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
、
同
じ
働
き
を
す
る

方
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
情
報
が
処
理
さ
れ
る
仕
組
み
な
ど
を
知
り
、
プ
ロ
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
通
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

ラ
ミ
ン
グ
の
有
用
性
や
情
報
技
術
に
よ
る
社
会
の
発
展
に
つ
い
て
考
え
る
。

（
４
）
モ
デ
ル
化
と
シ

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
モ
デ
ル
化
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法

Q
：
文
化
祭
の
模
擬
店
に
お
け
る
売
上
が
最
大
に
な
る
よ
う
、
事
象
を

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

や
考
え
方
を
用
い
る
力
を
育
む
。

モ
デ
ル
化
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
（
※

考
え
方

関
係
す
る
変
数
が
少
な
く
、
そ
の
関
係
を
数
式
で
表
す
こ
と
が
で
き
る

問
題
を
扱
う
）

（
５
）
情
報
通
信
ネ
ッ

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
デ
ー

Q
：
修
学
旅
行
の
行
き
先
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

W
eb
サ

ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ

タ
を
活
用
す
る
力
を
育
む
。
そ
の
際
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
し
く
み
、
イ
ト
に
設
置
し
て
実
施
し
て
み
よ
う
。

の
利
用

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
情
報
の
共
有
と
管
理
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
に
つ
い
て
知
り
、
情
報
社
会
の
安
全
や
情

報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
考
え
る
。
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【
情
報
Ⅱ
（
仮
称
）
】

項
目

資
質
・
能
力

学
習
活
動
（
課
題
設
定
）
の
例

（
１
）
情
報
社
会
の
進

情
報
社
会
の
進
展
と
情
報
技
術
と
の
関
係
に
つ
い
て
歴
史
的
に
捉
え
、

A
I

Q
：
情
報
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
、
情
報
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

展
と
そ
れ
を
支
え
る

等
の
技
術
も
含
め
将
来
を
展
望
す
る
。

ン
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う

情
報
技
術

※
(
2)
～
(
5)
の
導
入
と
し
て
位
置
づ
け
る

な
技
術
が
現
れ
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
、
画
像
や
音
、
動
画
を
含
む
情
報
コ
ン
テ

Q
：
学
校
紹
介
な
ど
の
具
体
的
な
目
的
に
沿
っ
て
、
画
像
、
音
声
、
動

シ
ョ
ン
と
情
報
コ
ン

ン
ツ
を
用
い
た
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
育
む
。
そ
の
際
、
情

画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
含
む

W
eb
ペ
ー
ジ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

テ
ン
ツ

報
コ
ン
テ
ン
ツ
の
特
性
と
扱
い
、
処
理
と
表
現
の
方
法
、
デ
ー
タ
の
圧
縮
と

シ
ョ
ン
資
料
を
作
成
し
て
み
よ
う
。

展
開
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
、
著
作
権
や
引
用
の
仕
方
な
ど
に
つ
い

て
知
り
、
目
的
に
応
じ
た
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
の
選
択
や
組
合
せ
に
つ
い
て
考

え
る
。

（
３
）
情
報
と
デ
ー
タ

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
手
法
を
活
用
し
て

Q
：
コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
の
販
売
計
画
は
ど
の
よ
う
に
立
て
ら
れ
て
い
る

サ
イ
エ
ン
ス

情
報
を
精
査
す
る
力
を
育
む
。
そ
の
際
、
様
々
な
デ
ー
タ
の
特
性
と
扱
い
、

の
か
を
考
え
、
立
案
し
て
み
よ
う
。
（
※
関
係
す
る
変
数
が
多
く
、
数

処
理
や
表
現
の
方
法
、
統
計
的
手
法
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
な
ど
を
に
つ

式
で
表
す
こ
と
が
難
し
く
、
考
慮
す
べ
き
デ
ー
タ
も
多
い
問
題
を
扱
う
）

い
て
知
り
、
目
的
に
応
じ
た
情
報
の
処
理
と
表
現
を
行
う
。

（
４
）
情
報
シ
ス
テ
ム

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
た
め
の
プ
ロ

Q
：
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
状
況
を
遠
く
離
れ
た
子
供
の
ス
マ
ー
ト

と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
力
を
育
む
。
そ
の
際
、
複
数
の
情
報
機
器
や

Io
T
が
協
調
し

フ
ォ
ン
に
届
け
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
み
よ
う
。

て
動
作
す
る
シ
ス
テ
ム
と
、
そ
れ
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
暗
号
化
な
ど
シ

ス
テ
ム
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
つ
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
知
り
、
目
的
に
応

じ
た
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
構
想
す
る
。

（
５
）
課
題
研
究

生
徒
が
選
択
し
た
課
題
を
解
決
す
る
過
程
を
通
し
て
、
情
報
Ⅰ
及
び
情
報

Ⅱ
の
(
1)
～
(
4)
で
の
学
習
を
総
合
し
深
化
さ
せ
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
。
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情報に関わる資質・能力について

平成 2 8 年 1 月 1 8 日

総則・評価特別部会

資料２－１

111
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①
多
様
で
大
量
の
情
報
を
収
集
、
整
理
・分
析
、
ま
と
め
表
現
す
る
こ
と
な
ど
が

で
き
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
容
易
で
あ
る
こ
と

（
観
察
・
実
験
し
た
デ
ー
タ
な
ど
を
入
力
し
、
図
や
グ
ラ
フ
等
を
作
成
す
る
な
ど
を
繰
り
返
し
行
い

試
行
錯
誤
す
る
こ
と
）
→
試
行
の
繰
り
返
し
、
調
べ
学
習
、
ド
リ
ル
学
習
、
プ
レ
ゼ
ン
、
情
報
共
有

②
時
間
や
空
間
を
問
わ
ず
に
、
音
声
・画
像
・デ
ー
タ
等
を
蓄
積
・送
受
信
で

き
る
と
い
う
時
間
的
・空
間
的
制
約
を
超
え
る
こ
と

（
距
離
や
時
間
を
問
わ
ず
に
児
童
生
徒
の
思
考
の
過
程
や
結
果
を
可
視
化
す
る
）
→
思
考
の

可
視
化
、
学
習
過
程
の
記
録

③
距
離
に
関
わ
り
な
く
相
互
に
情
報
の
発
信
・受
信
の
や
り
と
り
が
で
き
る
と
い

う
、
双
方
向
性
を
有
す
る
こ
と

（
教
室
や
グ
ル
ー
プ
で
の
大
勢
の
考
え
を
距
離
を
問
わ
ず
に
瞬
時
に
共
有
す
る
こ
と
）
→
瞬
時

の
共
有
化
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
、
遠
隔
授
業
、
メ
ー
ル
送
受
信

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
に
立
っ
た
深
い
学
び
、
対
話
的
な
学
び
、
主
体
的
な

学
び
の
実
現
に
大
き
く
貢
献

○
個
々
の
能
力
や
特
性
に
応
じ
た
学
び
の
実
現
に
大
き
く
貢
献

○
離
島
や
過
疎
地
等
の
地
理
的
環
境
に
左
右
さ
れ
な
い
教
育
の
質
の
確
保
に
大
き
く
貢
献

ＩＣ
Ｔ
活
用
の
特
性
・
強
み
に
つ
い
て

出
典
：
「

IC
Tを
活
用
し
た
教
育
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会
報
告
書

(中
間
ま
と
め

)」
(平
成

26
年

8月
29
日

)

2222
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ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
に
立
っ
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

IC
Tの
効
果
的
活
用

問 題 発 見･ 解 決 の プ ロ セ ス

問
題
の
発
見

問
題
の
定
義

解
決
の
方
向

性
の
決
定

解
決
方
法
の

提
案

計
画
の
立
案

結
果
の
予
測

計
画
の
実
行

振
り
返
り

次
の
問
題
解

決
へ

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
の
流
れ
で
は
な
い
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
様
々
な
思
考
･判
断
･表
現
が
発
揮
さ
れ
る
。

自
然
現
象

の
中
に
問

題
を
見
出
す

関
係
す
る
知

識
の
習
得

予
想
や
仮

説
を
立
て
る

計
画
を
立
て

て
観
察
･実

験
す
る

結
果
を
分
析

し
て
解
釈
･

表
現
す
る

身
に
付
け
た

知
識
や
能

力
を
振
り
返

る

身
に
付
け
た

力
を
使
っ
て

次
の
問
題

へ

（
理
科
の
例
）
※
教
科
等
ご
と
に
こ
う
し
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
と

IC
Tの
効
果
的
活
用
に
つ
い
て
検
討
。

IC
Tの
効
果
的
な
活
用

（
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
）

深
く
、
対
話
的
で
主
体
的
な

豊
か
な
学
習
を
実
現

他
者
へ
の
働
き
か
け
、
他
者
と
の
協
働
、
外
部
と
の
相
互
作
用

問
題
の
発
見
・
解
決
の
方
法
等
の
理
解
と
技
能
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
基
本
的
な
操
作
技
能
の
習
得
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問
題
の
発
見

問
題
の
定
義

解
決
の
方
向

性
の
決
定

解
決
方
法
の

提
案

計
画
の
立
案

結
果
の
予
測

計
画
の
実
行

振
り
返
り

次
の
問
題
解

決
へ

他
者
へ
の
働
き
か
け
、
他
者
と
の
協
働
、
外
部
と
の
相
互
作
用

発
表
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
や
話
合
い

協
働
制
作
・
製
作

（
レ
ポ
ー
ト
、
発
表
資
料
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
作
品
、

ロ
ボ
ッ
ト
等
の
製
作
品
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
）

課
題
の
把
握

（
情
報
の
提
示
に
よ
る

興
味
･関
心
の
喚
起
）

記
録
の
活
用

（
自
ら
の
学
び

の
振
り
返
り
）

個
に
応
じ
た
学
習

障
害
の
状
態
等
に

応
じ
た
指
導

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
、
デ
ー
タ
分
析

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
資
料
や
作
品
の
制
作

家
庭
学
習
・
反
転

学
習

他
校
の
児
童
生
徒
、
社
会
人
、
外
国
の
人
々
等
と
の
交
流

協
働
で
の
意
見
の
整
理

（
意
見
の
共
有
、
比
較
検
討
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た

調
査
活
動
（
調
べ
学
習
）

上
記
の
プ
ロ
セ
ス

の
全
て
に
当
て
は

ま
る
活
用

深
い
学
び

対
話
的
な

学
び

主
体
的
な

学
び

遠
隔
教
育

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
に
立
っ
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

IC
Tの
効
果
的
活
用
の
例

問 題 発 見･ 解 決

の プ ロ セ ス Ｉ Ｃ Ｔ の 効 果 的 活 用 の 例

留
意
す
べ
き
点

各
プ
ロ
セ
ス
と
活
用
例
と
の
対
応
は
例
示
で
あ
り
、
上
例
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

学
習
活
動
の
つ
な
が
り
と
学
び
の
広
が
り
（
例
え
ば
、
対
話
的
な
学
び
が
起
こ
り
つ
つ
、
深
い
学
び
や
主

体
的
な
学
び
も
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
を
意
図
し
た
、
単
元
の
構
成
の
工
夫
等
が
望
ま
れ
る
こ
と

「
学
び
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
実
証
研
究
報
告
書
」

(平
成

25
年
度

)を
基
に
作
成
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資質・能力の三つの柱から整理した、高等学校卒業までに全ての生徒に

育むべき情報に関わる資質・能力のイメージ（案）

情報活用の実践力
課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて、必要な情報を主体的に収集・判断・

表現・処理・創造し、受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力

■ 課題や目的に応じた情報手段の適切な活用

■ 必要な情報の主体的な収集・判断・表現・処理・創造

■ 受け手の状況などを踏まえた発信・伝達

情報の科学的な理解
情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と、情報を適切に扱ったり、自らの情報活用を評価・

改善するための基礎的な理論や方法の理解

■ 情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解

■ 情報を適切に扱ったり、自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解

情報社会に参画する態度
社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し、情報モラルの必

要性や情報に対する責任について考え、望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度

■ 社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響の理解

■ 情報モラルの必要性や情報に対する責任

■ 望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度

情報活用能力の３観点８要素を基に、教育課程企画特別部会「論点整理」の
方向性も踏まえて整理

ⅰ) 個別の知識
・技能 ・ 思考や創造等に活用される基礎的な情報としての）教科等の学習を通（

じて身に付ける知識等（ 、何を知っているか

何ができるか）

・情報を活用して問題を発見・解決したり考えを形成したりする過程や方法に
ついての理解

（ ）・問題の発見・解決等の過程において活用される情報手段 コンピュータなど
の特性についての理解とその操作に関する技能

・アナログ情報とディジタル情報の違い（ サイトと新聞や書籍等によりWeb
得られる情報の早さや確かさの違い）など、情報の特性の理解

・コンピュータの構成や情報セキュリティなど、情報手段の仕組みの理解
・社会の情報化と情報が社会生活の中で果たしている役割や及ぼしている影響
の理解

・情報に関する法・制度やマナーの意義についての理解

ⅱ) 思考力・判 ・情報を活用して問題を発見・解決し新たな価値を創造したり、自らの考えの
断力・表現力等 形成や人間関係の形成等を行ったりする能力

－目的に応じて必要な情報を収集・選択したり、複数の情報を基に判断した（知っていること・

りする能力できることをどう使

－情報を活用して問題を発見し、解法を比較・選択し、他者とも協働したりうか）

しながら解決のための計画を立てて実行し、結果に基づき新たな問題を発
見する等の能力

、 、－相手や状況に応じて情報を的確に発信したり 発信者の意図を理解したり
考えを伝え合い発展させたりする能力

など
・問題の発見・解決や考えの形成等の過程において情報手段を活用する能力

ⅲ) 学びに向か ・情報を多角的・多面的に吟味しその価値を見極めていこうとする情意や態度
う力、人間性等 等

・自らの情報活用を振り返り、評価し改善しようとする情意や態度等（どのように社会・

・情報モラルや情報に対する責任について考え行動しようとする情意や態度等世界と関わりよりよ

・情報や情報技術を積極的かつ適切に活用して情報社会（情報の果たす役割がい人生を送るか）

一層重要になっていく社会）に主体的に参画し、より望ましい社会を構築し
ていこうとする情意や態度等
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※ ⅰ）個別の知識・技能、ⅱ）思考力・判断力・表現力等、ⅲ）学びに向かう力、人間性等は相互
に関連して育まれるものである。
例えば、情報モラルに関しては、
ⅰ （ディジタル情報は一旦拡散すると完全に消去することは難しいという）情報の特性や、情）
報に関する法・制度やマナーの意義についての理解

ⅱ）相手や状況に応じて情報を的確に発信する能力
ⅲ）情報モラルや情報に対する責任について考え行動しようとする情意や態度等

情報セキュリティに留意した情報手段の活用に関しては、
ⅰ）情報セキュリティを確保する必要性とそのための仕組みや関連する法・制度の意義について
の理解

ⅱ）問題の発見・解決等の過程において情報手段を活用する能力
ⅲ）自らの情報活用を振り返り、評価し改善しようとする情意や態度等

問題の発見・解決等を行うに当たっての信頼性や信憑性に留意した情報の選択に関しては、
ⅰ （情報技術の進展により誰もが情報の発信者となれるという利点の反面、信頼性や信憑性の）
低い情報もあるという）情報の特性の理解

ⅱ）目的に応じて必要な情報を収集・選択する能力
ⅲ）情報を多角的・多面的に吟味しその価値を見極めていこうとする情意や態度等

が相互に関連して育まれなければならないということに留意する必要がある。

6666

70



小・中・高等学校の発達段階に応じた資質・能力育成の観点のイメージ（案）

（情報科の選択科目）

共通必履修科目の履修を前提として、情報や情報技術を問

題の発見と解決に活用するための科学的な考え方等を一層

深める

情報ワーキンググループにおいて検討中

（情報科の共通必履修科目）

【高等学校】 情報に関わる資質・能力を育てる中核の科目として、情報

や情報技術を問題の発見と解決に活用するための科学的な

考え方等を育てる

○問題解決の考え方・方法の理解と活用

○情報技術の理解と問題の発見・解決への活用（プログ

ラミングなど） 等

（各教科（情報科を含む ）の必履修科目）。

情報社会への主体的な参画に向けて、問題を発見・解決したり自らの考えを

形成したりする過程や、情報手段等についての知識と経験を、科学的な知と

して体系化していくようにするなど、発達段階に応じた資質・能力を高等学

校教育の本質的な学びを深める中で身に付ける

（技術・家庭科「情報に関する技術 ）」

【中学校】 計測・制御やコンテンツに関するプログ

ラミングなど、ディジタル情報の活用と

情報技術を中心的に扱う

（ （ 。））各教科 技術・家庭科を含む

情報を効果的に活用して問題を発見・解決したり、自らの考えを形成したり

する経験や、その過程で情報手段を活用する経験を重ねつつ、抽象的な分析

等も行えるようにするなど、発達段階に応じた資質・能力を中学校教育の本

質的な学びを深める中で身に付ける

【小学校】

さまざまな問題の発見・解決の学習を経験しながら、そこに情報や情報手段

が活用されていることや、身近な生活と社会の情報化との関係等を学び、情

報や情報手段によさや課題があることに気付くとともに、情報手段の基本的

な操作ができるようにするなど、発達段階に応じた資質・能力を小学校教育

の本質的な学びを深める中で身に付ける

（幼児教育において培われる基礎）

社
会
と
の
連
携
（
外
部
が
提
供
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
連
携
や

社
会
人
講
師
と
の
連
携
な
ど
）
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各教科等における情報に関わる資質・能力の育成 改善・充実のポイントのイメージ（案） 

全体の方向性 

総則など 

○教育課程全体を通じて、情報に関わる資質・能力を発達の段階に応じて

育成することができるよう、各教科等の特性に応じた指導内容の充実を図

るとともに、アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、

ICT を効果的に活用した学習が行われるようにすること。 

○特に小学校段階において、３学年の国語におけるローマ字学習や、総合

的な学習の時間において身に付ける学び方、社会科における資料の収集・

活用・整理などの活動、算数における図形やグラフの作成、理科における

観察・実験の記録等の学習とも関連させながら、情報手段の基本的な操作

（文字入力やデータ保存など）をどのようにできるようにしていくのか

を、カリキュラム・マネジメントの中で明確にすること。 

○個別の現代的な課題やテーマに焦点化した教育については、各学校が育

てる具体的な資質・能力を検討する中で、どのような課題やテーマを重点

的に扱うかを検討し、各教科等の学習との関係を整理していくこと。また、

学校だけでは指導体制の確保が難しい課題やテーマについては、「社会に

開かれた教育課程」の観点から、社会人講師の活用や外部が提供する学習

プログラムとの連携など、社会との連携を図ること。 

国語 

○様々なメディアによって表現された情報を理解したり、様々なメディア

を用いて表現したりするために、信頼性・妥当性なども含め、情報を多角

的に吟味して構造化する力や多様なメディアの特徴や効果を理解して活

用する力を育成すること。 

○出典の明示など、情報を引用する際に必要なきまり等を身に付けること。 

○ローマ字学習と情報機器の基本的な操作に関する学習を関連付けて実施

すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。必要に応じ、検索の仕方や発

表資料の作成など、情報収集や情報発信の手段としてＩＣＴを活用する機

会を設けること。 

社会 

地理歴史 

公民 

○観察や調査を通じて情報を集め、読み取り、まとめていくために必要な

力を育成すること。 

○取り出した情報を基に考察・構想・説明・議論するために必要な力を育

成すること。 

○社会における情報化の意味や影響について理解すること。 

○様々な情報が人々の意志決定に影響を与えていることについて理解する

こと。 
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○高等学校において「歴史総合（仮称）」を新設し、歴史に関する情報を

批判的に吟味し活用する力を育成すること。 

○高等学校において「地理総合（仮称）」を新設し、地図や地理情報シス

テム等を活用する力を育成すること。 

○高等学校において「公共（仮称）」を新設し、様々な情報を発信・受信

する知的主体として必要な力を育成すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

算数 

数学 

○数・式、記号、図、表、グラフなどを理解したり、数理的に問題を処理

したりするために必要な力を育成すること。また、統計的な内容等の改善

について検討すること。 

○問題解決の後，その過程を振り返って問題解決の手順を確認し，同様の

問題に適用することなどを通して，アルゴリズムに対する理解を深めさせ

ること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。グラフの作成やデータの分析

等にコンピュータを積極的に活用すること。 

理科 

○自然事象の中から必要な情報を抽出したり、得られた情報を基に課題や

仮説を立てたり、観察・実験を通じて得られたデータを処理・整理したり、

観察・実験の結果を基に考察・推論したりするために必要な力を育成する

こと。 

○科学技術の発展と日常生活や社会との関連について理解すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。観察・実験の計測や記録、デ

ータの処理等にコンピュータを積極的かつ適切に活用すること。 

○観察・実験レポートの作成や発表などにおいて、参考文献や引用部分を

明示するなど、知的財産の保護や活用の意義を理解し行動できるようにす

ること。 

生活 

○様々な手段を適切に使って情報を伝え合いながら、身近な人々と関わっ

たり交流したりできるようにすること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

音楽 

芸術（音楽） 

○音楽を形づくっている要素や要素同士の関連及びその働きの視点で捉

え、それらを活用して表現したり鑑賞したりできるようにすること。 

○音楽に関する知的財産の意義（保護と活用）について理解すること。 
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○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。必要に応じ、ソフトウェアや

プログラムを活用した活動を行うこと。 

図画工作 

美術 

芸術（美術・

工芸） 

○形や色彩などの造形的な視点で捉え、それらを活用して表現したり鑑賞

したりできるようにすること。 

○美術に関する知的財産の意義（保護と活用）について理解すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。必要に応じ、ソフトウェアや

プログラム、映像メディアを活用した活動を行うこと。 

芸術（書道） 

○書を構成する要素やその関連から生み出される働きを捉え、それらを活

用して表現したり鑑賞したりできるようにすること。 

○書道に関する知的財産の意義（保護と活用）について理解すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

家庭 

技術・家庭 

○家庭科及び技術・家庭科（家庭分野）については、生活の課題を解決す

るために必要な情報を収集、選択、判断し、実生活に活用するために必要

な力を育成すること。消費生活における情報化の進展に対応し、消費者と

して、適切な意思決定に基づいた消費行動が行えるようにすること。 

○技術・家庭科（技術分野）については、情報に関する技術の役割や影響

について理解し、それらを適切に評価し活用するために必要な力を育成す

ること。また、計測・制御だけではなく、コンテンツに関するプログラミ

ングについても学ぶこととすること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。実験・実習等の記録やデータ

の処理等にコンピュータを積極的に活用すること。 

体育 

保健体育 

○必要な情報を基に、生涯を通じた運動やスポーツとのかかわり方を見付

けていくために必要な力や、仲間と協力して課題を解決していくために必

要な力などを育成すること。 

○健康に係る情報を収集・選択し、健康の保持増進を目指して意思（意志）

決定・行動選択していくために必要な力を育成すること。 

○様々な情報機器の使用と、欲求やストレスを含めた健康の関わりについて

理解を深め、自分に合った対処法を身につけられるようにすること 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

外国語 
○外国語によるコミュニケーションに必要な情報を抽出し、得られた情報

を基に自分の考えを構成し、効果的に伝えるために必要な力を育成するこ

10101010

74



 

 

と。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。外国語に触れる機会を増やす

ためにも、ICT を積極的に活用すること。 

情報 

○高等学校において共通必履修科目を新設し、情報に関わる資質・能力を

育てる中核として、情報や情報技術を問題の発見と解決に活用するための

科学的な考え方等を育てること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

職業に関する

各教科 

○各職業分野の課題を解決するために必要な情報を収集、選択、判断し、

産業・社会に活用するために必要な力を育成すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

道徳 

○情報モラルに関する指導を充実すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

総合的な学習

の時間 

○情報の集め方や調べ方、整理・分析の仕方、まとめ方や表現の仕方など

の、教科横断的に活用できる「学び方」を身に付けること。また、学習の

過程において情報手段の操作についても併せてできるようにすること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

特別活動 

○情報化が進む社会の中で、情報を適切に活用してよりよい集団や個人の

生活、人間関係をつくり、責任ある行動をとっていくために必要な力を育

成すること。 

○自らのキャリア形成に必要な情報を収集し活用する力を育成すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った話合い活動や実践活動において、

ICT を効果的に活用した学習が行われるようにすること。 

※学習指導要領の内容を検討するにあたっては、学校や生徒のニーズに対応した ICT 機器

の開発を含む ICT 環境の整備を進めつつ、学校によって環境整備の状況が異なる実態を

踏まえる必要がある。 

※コンピュータにおける文字入力やデータ保存などの基本的な操作については、例えば教育

の情報化 HP に練習用教材を載せるなど、各学校が活用できるような教材を開発・普及し

ていくことが求められる。 
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生活・総合的な学習の時間ワーキンググループにおける検討事項 

 
【生活科について】 

１．「生活科」を通じて育成すべき資質・能力について 
 ・育成すべき資質・能力の可視化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 
ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 
ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性等） 
・生活科の内容の構成要素等（学年目標を構成する項目、内容構成の基本的な視

点と具体的な視点、内容の構成要素と階層性、学習対象等）と、論点整理で示

された育成すべき資質・能力の三つの柱との関係について 
・中学年以降の各教科等とのつながりについて 
・低学年における他教科等との関連について 

   
２．幼児教育との円滑な接続を図るスタートカリキュラムの中核となる教科として

の位置付けについて 
 ・カリキュラム・マネジメントの視点からスタートカリキュラムの在り方につい

て 
 ・幼児教育との接続及び、他教科等との連携の在り方について 
 ・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿と生活科において育成する資質・能力と

の関連性について 
    
【総合的な学習の時間について】 

１．「総合的な学習の時間」を通じて育成すべき資質・能力の明確化について 
 ・各教科等の学習を踏まえた上で、総合的な学習の時間を通じて育成すべき資質

能力について 
 ・発達の段階に応じた育成すべき資質・能力について 
・発達の段階に応じて身に付けるべき学び方やものの考え方の明確化について 

 
２．教育課程全体における「総合的な学習の時間」の意義について 
 ・各教科における学習で身に付けた資質・能力を相互に関連付けた教科横断的な

学習を行う時間としての意義 
 ・各教科等単独では取り組むことの難しい現代的な課題の学習を行う時間として

の意義 
 ・高等学校教育において、より探究的な学習活動を重視する視点からの「総合的

な学習の時間」の在り方について 
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現

※
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目
標
は
、
各
学
校
が
育
て
た
い
と
願
う
児
童
生
徒
像
や
育
て
よ
う
と
す
る
資
質
や
能
力
及
び
態
度

な
ど
を
表
現
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
学
校
の
教
育
目
標
と
直
接
的
に
つ
な
が
る
。

学
校
の
教
育
目
標

育
成
す
べ
き
資
質
・能
力

各
教
科
等

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
三
つ
の
側
面
】
（
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
論
点
整
理
よ
り
）

①
各
教
科
等
の
教
育
内
容
を
相
互
の
関
係
で
捉
え
、
学
校
の
教
育
目
標
を
踏
ま
え
た
教
科
横
断
的
な
視
点
で
、
そ
の
目
標
の
達
成
に
必
要
な
教

育
の
内
容
を
組
織
的
に
配
列
し
て
い
く
こ
と
。

②
教
育
内
容
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、
子
供
た
ち
の
姿
や
地
域
の
現
状
等
に
関
す
る
調
査
や
各
種
デ
ー
タ
等
に
基
づ
き
、
教
育
課
程
を
編
成
し
、

実
施
し
、
評
価
し
て
改
善
を
図
る
一
連
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と
。

③
教
育
内
容
と
、
教
育
活
動
に
必
要
な
人
的
・
物
的
資
源
等
を
、
地
域
等
の
外
部
の
資
源
も
含
め
て
活
用
し
な
が
ら
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
。

平
成

２
８
年

２
月

２
３
日

教
育

課
程

部
会

生
活
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
２

総 合 的 な 学 習 の

時 間
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課
題
の
設
定

情
報
の
収
集

整
理
・
分
析

ま
と
め
・
表
現

学
習
方
法

■
複
雑
な
社
会
状
況
を
踏
ま
え
て

課
題
を
設
定
す
る

■
仮
説
を
立
て
、
そ
れ
に
適
合
し
た

検
証
方
法
を
明
示
し
た
計
画
を
立

案
す
る

■
目
的
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
適

切
な
手
段
を
選
択
し
、
情
報
を
収

集
す
る

■
必
要
な
情
報
を
広
い
範
囲
か
ら

迅
速
か
つ
効
果
的
に
収
集
し
、
多

角
的
、
実
際
的
に
分
析
す
る

■
複
雑
な
問
題
状
況
に
お
け
る
事

実
や
関
係
を
構
造
的
に
把
握
し
、

自
分
の
考
え
を
形
成
す
る

■
視
点
を
定
め
て
多
様
な
情
報

か
ら
帰
納
的
、
演
繹
的
に
考
察
す

る ■
事
実
や
事
実
間
の
関
係
を
比

較
し
た
り
、
複
数
の
因
果
関
係
を

推
理
し
た
り
し
て
考
え
る

■
相
手
や
目
的
、
意
図
に
応
じ
て
手

際
よ
く
論
理
的
に
表
現
す
る

■
学
習
の
仕
方
や
学
習
や
生
活
に
生

か
そ
う
と
す
る
進
め
方
を
内
省
し
、
現

在
及
び
将
来
の

探
究
活
動
と

自
分
自
身

■
当
事
者
意
識
と
責
任
感
を
も
っ

て
意
思
決
定
す
る

■
自
分
の
生
活
や
暮
ら
し
と
の
関

わ
り
を
意
識
し
検
討
す
る

■
目
標
や
課
題
の
解
決
に
向
け
て

計
画
的
に
着
実
に
取
り
組
む

■
当
事
者
意
識
と
責
任
感
を
も
っ

て
意
思
決
定
す
る

■
自
分
の
生
活
や
暮
ら
し
と
の
関

わ
り
を
意
識
し
検
討
す
る

■
目
標
や
課
題
の
解
決
に
向
け

て
計
画
的
に
着
実
に
取
り
組
む

■
当
事
者
意
識
と
責
任
感
を
も
っ

て
意
思
決
定
す
る

■
自
分
の
生
活
や
暮
ら
し
と
の
関

わ
り
を
意
識
し
検
討
す
る

■
目
標
や
課
題
の
解
決
に
向
け

て
計
画
的
に
着
実
に
取
り
組
む

■
当
事
者
意
識
と
責
任
感
を
も
っ
て
意

思
決
定
す
る

■
自
分
の
生
活
や
暮
ら
し
と
の
関
わ
り

を
意
識
し
検
討
す
る

■
目
標
や
課
題
解
決
に
向
け
て
計
画

的
に
着
実
に
取
り
組
む

■
自
己
の
将
来
に
つ
い
て
具
体
的
に

考
え
、
夢
や
希
望
を
も
つ

■
自
ら
の
生
活
の
在
り
方
を
見
直
し
、

改
善
に
向
け
て
日
常
的
に
実
践
す
る

探
究
活
動
と

他
者
や
社
会

■
互
い
を
認
め
特
徴
を
生
か
し
合

い
、
協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る

■
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を

受
け
入
れ
、
尊
重
し
理
解
し
よ
う
と

す
る

■
他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
意

識
し
検
討
す
る

■
互
い
を
認
め
特
徴
を
生
か
し
合

い
、
協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る

■
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を

受
け
入
れ
、
尊
重
し
理
解
し
よ
う
と

す
る

■
他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
意

識
し
検
討
す
る

■
互
い
を
認
め
特
徴
を
生
か
し
合

い
、
協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る

■
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を

受
け
入
れ
、
尊
重
し
理
解
し
よ
う
と

す
る

■
他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
意

識
し
検
討
す
る

■
互
い
を
認
め
特
徴
を
生
か
し
合
い
、

協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る

■
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を
受

け
入
れ
、
尊
重
し
理
解
し
よ
う
と
す
る

■
他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
意
識
し

検
討
す
る

■
課
題
の
解
決
に
向
け
て
多
様
な
社

会
活
動
に
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
参

画
す
る

探
究
の
プ
ロ
セ
ス
と
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
・
態
度
の
関
係
（
案
）
平
成
２
８
年
２
月
２
３
日

教
育

課
程

部
会

生
活
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

高
等
学
校

○
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
を
通
し
て
獲
得
し
た
知
識

○
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
を
と
お
し
て
獲
得
し
た
技
能

○
学
ぶ
こ
と
の
意
義
や
価
値
の
理
解

○
課
題
解
決
の
力

・
課
題
設
定
、
収
集
分
析
、
思
考
判
断

表
現
省
察

○
目
標
を
明
確
に
し
、
当
事
者
意
識
と
責
任

感
を
も
っ
て
意
思
決
定
す
る
力

○
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を
受
け
入
れ
、

協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力

○
実
社
会
、
実
生
活
に
お
け
る
答
え
が
一
つ

で
は
な
い
課
題
に
向
き
合
い
、
よ
り
よ
い
解

決
に
向
け
主
体
的
、
協
同
的
に
行
動
し
よ
う

と
す
る
情
意
や
態
度

○
学
習
の
仕
方
や
進
め
方
を
内
省
し
、
現
在

及
び
将
来
の
学
習
や
生
活
に
生
か
そ
う
と
す

る
態
度

○
課
題
の
解
決
に
向
け
て
多
様
な
社
会
活
動

に
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
参
画
し
よ
う
と
す

る
態
度

中
学
校

○
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
を
通
し
て
獲
得
し
た
知
識

○
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
を
と
お
し
て
獲
得
し
た
技
能

○
課
題
解
決
の
力

・
課
題
設
定
、
収
集
分
析
、
思
考
判
断

表
現
省
察

○
目
標
を
明
確
に
し
、
責
任
を
も
っ
て
意
思

決
定
す
る
力

○
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を
受
け
入
れ
、

協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力

○
実
社
会
、
実
生
活
に
お
け
る
答
え
が
一
つ

で
は
な
い
課
題
に
対
し
て
、
よ
り
よ
い
解
決

に
向
け
主
体
的
、
協
同
的
に
解
決
し
よ
う
と

す
る
情
意
や
態
度

○
学
習
の
仕
方
や
進
め
方
を
振
り
返
り
、
学

習
や
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度

○
課
題
の
解
決
に
向
け
て
社
会
活
動
に
参
画

し
ょ
う
と
す
る
態
度

小
学
校

○
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
を
通
し
て
獲
得
し
た
知
識

○
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
を
と
お
し
て
獲
得
し
た
技
能

○
課
題
解
決
の
力

・
課
題
設
定
、
収
集
分
析
、
思
考
判
断

表
現
省
察

○
目
標
を
設
定
し
意
思
決
定
す
る
力

○
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を
受
け
入
れ
、

協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力

○
実
社
会
、
実
生
活
に
お
け
る
課
題
に
、
主

体
的
、
協
同
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度

○
学
習
の
仕
方
や
進
め
方
を
振
り
返
り
、
学

習
や
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度

○
課
題
の
解
決
に
向
け
て
地
域
の
活
動
に
参

画
し
よ
う
と
す
る
態
度

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
た
、
小
・
中
・
高
を
通
じ
て
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
た
た
き
台
）
（
案
）

教
育
課
程
全
体
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
支
え
る

国
が
定
め
る
目
標
及
び
各
学
校
の
教
育
目
標
に
基
づ
き
各
学
校
に
お
い
て
設
定

平
成
２
８
年
２
月
２
３
日

教
育

課
程

部
会

生
活
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
４
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各
教
科
等
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
高
等
学
校
の
教
科
の
用
語
及
び
大
学
入
試
の
科
目
に
関
す
る
意
見
等

【
歴
史
科
目
】

○
あ
る
世
界
史
教
科
書
で
は
、
５
０
年
間
で
歴
史
用
語
が
２
倍
以
上
増
え
て
い
る
。
日
本
史
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
。
地
理
歴

史
科
に
お
い
て
資
質
・能
力
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
学
習
の
改
善
を
図
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
状
況
が
大
き
な
課
題
。

○
大
学
入
試
に
お
け
る
世
界
史
の
出
題
が
、
歴
史
的
用
語
の
暗
記
力
を
問
う
傾
向
が
強
い
た
め
、
高
校
生
は
膨
大
な
用
語
の
暗

記
に
努
力
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

【
理
科
（
特
に
生
物
）
】

○
特
に
選
択
科
目
で
は
、
教
科
書
の
容
量
が
増
し
て
い
る
が
、
大
学
入
試
で
は
教
科
書
の
中
で
「参
考
」や
「発
展
」
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
も
出
題
さ
れ
て
い
る
。

学
校
現
場
で
は
、
入
学
者
選
抜
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
ず
、
観
察
・実
験
や
探
究
的
な
学
習
よ
り
も
、
参
考
の
と
こ
ろ
ま
で
含
め

て
網
羅
し
た
授
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
し
ま
う
。

各
教
科
の
見
方
や
考
え
方
に
つ
な
が
る
重
要
な
概
念
を
中
心
に
、
用
語
の
重
点
化
や
構
造
化
を
図
る
こ
と
が
重
要

【
地
理
歴
史
科
の
総
合
科
目
】

○
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」「
地
理
総
合
（仮
称
）」
に
つ
い
て
、
大
学
入
試
で
使
わ
れ
な
け
れ
ば
、
高
等
学
校
で
の
学
習
が
形
骸
化

す
る
。
両
科
目
を
学
習
し
て
い
な
い
と
解
け
な
い
よ
う
な
形
で
出
題
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

歴
史
系
科
目
は
、
共
通
必
履
修
科
目
で
あ
る
「歴
史
総
合
（仮
称
）
」と
世
界
史
及
び
日
本
史
の
選
択
科
目
で
構
成
さ
れ

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
選
択
科
目
は
「歴
史
総
合
（仮
称
）
」で
身
に
付
け
た
歴
史
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
、
思

考
力
・
判
断
力
・表
現
力
等
を
生
か
し
て
学
習
を
深
め
る
科
目
と
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
大
学
入
試
に
お
い
て
は

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
出
題
科
目
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
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